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ツミの巣の防衛行動がなくなった場合のオナガの繁殖成功率

柚111睦之

Ｕ木野,烏の会研究センター．〒l50渋谷区南平台町1５－８

ツミAccjp〃eﾉ･gLMarjsの常巣地に生息するオナガQya7zopjcacyanaには，ツミの巣の

周州で営巣するものがいる（内1111986，遠藤・平野1990)．ツミは巣の周囲を防衛し，

捕食者を近づけさせないので，ツミの巣の周囲で繁殖することで，オナガは卵やヒナの捕

食を避けられることが明らかにされている（Uetal994)．

しかし，Ｕｅｔａ（1994）の研究は，オナガの巣を模したワラ製の.模擬巣をもちいて実験

的にツミによる巣の防衛がある場合とない場合のオナガの繁殖成功率を評価したもので，

実際のオナガの巣の繁殖成功率を比較することはできていない．そこで，Ｕｅｔａ（1994）

の研究を補完するために，ツミによる巣の防衛がある場合とない場合のオナガの繁殖成功

率を調査した．

調査方法

1991年と1992年に，東京都八王了市，府中市，国分寺市の住宅地に囲まれた６か所の雑

木林で淵査を行なった．これらの調査地の環境の詳細については，楠111（1992）および

Ueta（1994）を参照されたい．

上記の６か所のうち４か所の雑木林では，ツミが巣を放棄し，巣の防衛をしなくなった．

巣の放棄の原因は，すべて風による巣の娠落だった．

ツミが巣を放棄する前と後で異なるのは，ツミによる巣の防衛の有無だけだったので，

放棄前と後を比較することで，巣の防衛の効果を示すことができる．ツミによる防衛が，

オナガのヒナや卵の主要な捕食者であるハシブトガラスＣＯﾉ･”ｓｍａｃﾉ℃r/Ｕ,ﾉzcﾉiosの行動に

およぼす影響を明らかにするため，ツミの巣の周朋50ｍ以内でのハシブトガラスの滞在時

間をシミが巣を放棄する前と後とで比較した．滞在時間は，調査開始から30分間を対象と

し，ハシブトガラスの羽数は問わず，１羽でも滞在していれば，その時間を測定した．

また，ツミの防術がオナガの繁殖成功率におよぼす影響をUlらかにするため，オナガの

繁殖成功率をツミが巣を放棄する前と後とで比較した．ツミの巣放棄後については，放粟

後何日で捕食をうけたかを記録した．

残りの２か所の雑木林には，ツミのヒナが巣立ち，ツミが巣の周囲を防衛しなくなった

あとでも，繁殖巾のオナガの巣が３巣あったので，これらの巣の繁殖成功率を調査した．
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結果および考察

ツミが巣を放棄した４か所の調査地には，それぞれ５巣，５巣，６巣，７巣のオナガの

巣があり，すべて抱卵''1であった．

シミが巣を防衛しているあいだは，ツミの巣の周州50ｍ以内の場所でハシブトガラスが

i氾録されることはなく，捕食をうけた巣はなかった．しかし，ツミが巣を放棄し，巣の周

|〃lを防衛しなくなると，その口のうちにすべての巣の周囲でハシブトガラスが記録された．

30分あたりにハシブトガラスが滞在していた時間はツミが巣を放棄する前では０秒だった

のに対し（､＝８)，放棄後２日間の平均は171.0秒で（､＝８），放棄後のほうが有意に良

時間滞在していた（図１；Mann-WhiLeneyU＝０，ｚ＝－３．５９，，１＝､2＝８，Ｐ＝0.003)．

ハシブトガラスに対して，オナガは巣を防衛する行動をとったが，ハシブトガラスはオ

ナガの攻撃をうけながらオナガの巣に近づき，卵を捕食した。４か所で確認された合計２３

巣のオナガの巣のうち，２１巣（91.3％）は，ツミが巣を放棄した||のうちに，ハシブトガ

ラスによる捕食をうけ，翌１１までには，すべてが捕食をうけた（Ｍ２)．

ツミが巣立ったあとに，オナガが繁殖をしていた２か所では合計３巣のオナガの巣が確

認されたが，すべて繁殖に失敗した．巣立つにはまだ早い段階で，すべてのヒナが消失し

たので，捕食による失敗と思われる．

以上のように，ツミによる防衛があると，ハシブトガラスはツミの巣の周辺に近づかず，

オナガの巣は揃食をうけない．それに対してツミによる防衛がなくなるとハシブトガラス

がツミの巣の近くにも出現するようになり，オナガの巣が捕食をうけたという結果は，

Ueta（1994）が実験によって明らかにした結果と一致しており，オナガはツミの周囲で

繁殖することにより，ツミの防衛行動によりハシブトガラスによる卵やヒナの捕食を避け，
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Fig.２．Thepredation(Ｍｅａｎ十ｓＤ）ofAzure-wingedMagpienestsbyJungleCrowsafter

nesLabandonmentofJapaneseLesserSparrowhawk・Datawerecollectedfrom4sites・

Ｔｈｅｓｉｔｅｓｈａｄ５，５，６，ａｎｄ７ｍａｇｐｉｅｎｅｓｔｓ．

繁殖成功率をあげられることを示している．

ツミによる巣の防衛がなくなってから，数Ｈ間ですべてのオナガの巣が捕食をうけ，繁

殖に失敗したという結果は，ツミのいない場所で淵炎されたオナガの繁殖成功率15.4～47.

6％（石井1992)，31.0％（植Ⅱ１未発表）よりも低い．ツミによる防衛行動がなくなった

後に，オナガの巣が捕食をうけやすい理由としては以ドのことが考えられる．ツミのそば

で繁殖していないオナガは葉に覆われた|l立たない場所に営巣しているのに対し，ツミの

巣の周辺のオナガは葉に覆われていない開けた場所で憐巣していることが多い（植111未

発表)．葉に覆われていない場所の巣は捕食をうけやすぐ（Sugden＆Beyersbergenl986，

l987MarLin＆Roperl988)，特に鳥類が1畠要な捕食行である場合にはその傾向が強い

(Clark＆Nuddsl991)．したがって，ツミの周I〃|で鴬巣しているオナガが葉に覆われて

いない捕食者から目立ちやすい場所に営巣していることが多いため，ツミによる巣の防衛

がなくなると捕食をうけやすい可能性がある．

また，ツミが巣を放棄すると，オナガの繁殖はすべて失敗したので，オナガはツミが巣

を放棄する確率が低い時期に繁殖を開始しなければ，ツミの巣の周辺で繁殖を行なっても

繁殖成功率を高めることはできないと考えられる．したがって，オナガがツミの巣を放棄

する確率が低い時期に繁殖を開始することができなければ，このような行動は生じにくい

と思われる．これらのことについて明らかにすることが今後の研究課題である．
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